
　都市計画用途地域を次のように変更する。

種　　類 面  積
建 築 物 の
容 積 率

建 築 物 の
建 蔽 率

外壁の後退
距離の限度

建 築 物 の
敷地面積の
最 低 限 度

建 築 物
の 高 さ
の 限 度

その他
及び

備  考

南部大阪都市計画用途地域の変更（泉南市決定）

第一種低層
住居専用地域

約 21 ha 8／10以下 4／10以下 1.5ｍ ― 10ｍ 1.6％

約 59 ha 10／10以下 5／10以下 1.5ｍ ― 10ｍ 4.4％

約 64 ha 10／10以下

小　計 約 144 ha ― ―

5／10以下 1.0ｍ ― 10ｍ 4.7％

― ― ― 10.7％

― ― ― 14.1％

第二種中高層
住居専用地域

約 37 ha 20／10以下 6／10以下 ― ― ― 2.7％

第一種中高層
住居専用地域

約 191 ha 20／10以下 6／10以下

29.2％

第二種
住居地域

約 ha 20／10以下 6／10以下 ― ― ― 1.8％

第一種
住居地域

約 395 ha 20／10以下 6／10以下 ― ― ―

近隣商業地域

約 4.0 ha 20／10以下 8／10以下 ― ― ― 0.3％

約 64 ha 30／10以下 8／10以下 ― ― ― 4.7％

5.0％

商業地域 約 1.9 ha 30／10以下 8／10以下 ― ― ― 0.1％

小　計 約 68 ha ― ― ― ― ―

準工業地域

約 426 ha 20／10以下 6／10以下 ― ―

― ― ― ―

― 31.6％

約 45 ha 30／10以下 6／10以下 ― ― ―

「種類、位置及び区域は計画図表示のとおり」

25

1.4％

合　　計 約 1,350 ha 100.0％

35.0％

工業地域 約 18 ha 20／10以下 6／10以下 ― ― ―

3.4％

小　計 約 472 ha ―



理 由 
 

 
信達牧野地区については、本市の上位計画である泉南市都市計画マスタープラン（令和 7

年 3 月改定）において、準工業地域への変更を検討し多様な用途の共存に努めるエリアとし

て位置付けており、上位計画に基づく本市が目指すまちづくりの実現に向け、用途地域の見

直しを行うものである。 

また、新家地区については、本市の上位計画である泉南市都市計画マスタープラン（令和 7

年 3 月改定）において、地区の特性に応じた沿道関連サービス施設などの適正な産業の立地

を誘導する沿道利用地に位置付けているとともに、都市計画道路大阪岸和田泉南線を廃止し

たことに伴い、用途地域境界が一部不整合となっていることから、上位計画に基づく本市が

目指すまちづくりの実現に向け、用途地域の見直しを行うものである。 
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